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国際通貨基金（IMF）の香港調査団は 5 月中旬に発表した報告
書で、堅調なハイテク関連輸出や民間需要の改善、金融市場の
活況に支えられ、香港経済が回復を続けていると指摘しました。

調査団は、香港が国際金融センターや「スーパーコネクター」
としての役割、特に主要な資金調達ハブかつオフショア人民元
センターとしての役割を果たしていることを再認識しました。
さらに、北部都会区の開発を含む政策イニシアチブが、香港に
イノベーションと付加価値の高いサービスの開発を促し、経済
成長と構造転換を支えていると評価しました。

陳茂波（ポール・チャン）財政長官は、「調査団が香港経済の
着実な回復を評価し、経済成長の推進、経済の多様化の実現に
向けた政府の財政政策を支持したことを歓迎する」と述べました。

2026 年第 1 四半期、香港経済は力強い拡大を見せました。
実質 GDP は前年同期比 5.9％増となり、前期の 4.0％増から加
速しました。対外貿易の持続的な好調と内需の回復にけん引さ
れたものです。

物品の輸出総額は、人工知能（AI）関連電子製品に対する世界
的需要が継続して拡大したほか、アジア域内の活発な貿易に支
えられ、実質ベースで前年同期比 23.7％の大幅な増加となり
ました。サービス輸出も、主要なサービス分野全般にわたり幅
広い成長が見られ、実質ベースで前年同期比 3.5％増と堅調な
伸びを続けました。

世界貿易機関（WTO）の報告書によると、香港は 2025 年、物
品貿易において世界第 5 位の規模を記録し、前の年から順位を
2 つ上げて、中国、米国、ドイツ、オランダに次ぐ位置につきま
した。この成果は、過去 1 年間にわたる地政学的課題や貿易保
護主義の高まりの中でも、香港が示した強靭さを裏付けるもの
です。
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オフショア人民元センター、スーパーコネクターの役割再認識
IMF 香港経済の回復力、金融の健全な強さ強調

政府エコノミストの范婉兒（イリーナ・ファン、中央）氏らが「2026年第1四半期経済報告
書」を発表

北部都会区初の大規模交通インフラプロジェクト「粉嶺バイパス」が 5 月上旬に開通。
全長約 4 キロメートルの同バイパスは、粉嶺北部と粉嶺高速道路間の移動をより迅速に
するルートに

世界の富裕層の資産を管理する「ファミリーオフィス」の誘致、投資で経済効果を上げる香
港。2026年「Wealth for Good in HK」サミット（３月下旬開催）では、世代を超えて富を
いかに受け継げるかなど活発な議論が展開された
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香港政府は、中国の「第 15 次五カ年計画」に積極的に
協力するため、本年中に初の経済開発計画を策定しま
す。香港独自の強みを活かし、中国本土と世界を結ぶ重
要な架け橋としての役割を強化しつつ、香港を国家全
体の発展戦略により深く統合することを目指します。

李家超（ジョン・リー）行政長官は、「第 15 次五カ年
計画は、今後 5 年間の国家の社会・経済発展に向けた
青写真かつ行動指針。質の高い発展での顕著な成果や
科学技術の ” 自立自強 ”、生活の質のさらなる向上が含
まれている」との認識を表明。香港政府として「計画綱
要との連携を積極的に進め、香港の強みを生かして貢
献する」と語りました。

香港を強くする新たな「戦略的企業」誘致 投資730億香港ドル

投資者に居住資格の「新・資本投資者入境計画」 資産運用の地位強化

新たに 22 社の「戦略的企業」が香港のパートナーに
加わりました。世界ランキング 10 位や 20 位に入る製
薬企業のほか、ライフ・ヘルステクノロジー、先端マイ
クロプロセッサー製造、汎用人工知能（AGI）、スマート
モビリティーなどの分野の企業が含まれます。

政府の重点企業誘致弁公室（OASES）はこれまでに
120 社以上の誘致に成功しており、投資総額は約 730
億香港ドル、今後数年間でハイエンドな研究開発や経
営管理において約 2 万 5,000 人の雇用創出を見込んで
います。

一定額以上の投資者に居住資格を与える「新・資本
投資者入境計画」は 2024 年 3 月の開始以来、世界中の
富裕層や資本を香港へと着実に呼び込んでいます。

2 月 28 日現在、香港投資推進局（インベスト香港）
には約 3,200 件の申請が寄せられており、投資額は推
計約 950 億香港ドル。大きな反響が、国際的な資産運
用センターとしての香港の地位をさらに強くしていま
す。

世界と本土結ぶ重要な架け橋に

ヘルステックや汎用人口知能、累計120社以上がパートナーに

世界の富裕層着実に呼び込む

中国「第15次五カ年計画」に沿い初の経済開発計画策定へ

郭俊峯（ベンソン・クウォック）入境管理局長（右）と、劉凱旋（アルファ・ラウ）香港投資推進局長が同
計画の2年の成果を発表

戦略的企業の幹部と懇談する陳茂波（ポール・チャン）財政長官（右）

3月5日、北京で開催された第14期全国人民代表大会第4回会議の開会式に、李行政長官（前２列目中央）
が出席
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北部都会区における最初の主要な交通インフラプロジェクト
「粉嶺バイパス（東部区間）」の開通式が 5 月初旬に開かれ、完成
を祝いました。同地区との往来に際し、より直接的で効率的な交
通網となります。

本プロジェクトは、北部都会区の開発における政府の「イン
フラ主導」「都市と農村の統合」というアプローチを示すもの
であり、同地区の道路網を改善するとともに、将来の人口増加
に備えます。

同区間は、全長約 4 キロメートルの 2 車線道路で、地上道路、地
下道、高架橋で構成されています。

香港政府と東莞市政府は、香港の再生可能エネルギー企業
EcoCeres（エコセレス）と提携し、大湾区（GBA）における持続
可能な航空燃料（SAF）のバリューチェーンを構築します。SAF は、
従来の航空燃料と比べ、二酸化炭素排出量を 80％以上削減する
ことができ、より環境に優しい航空輸送に向けた重要な一歩に
なります。

協力関係は、香港と東莞の相乗効果に支えられます。香港は国
際金融、専門性の高いサービス、研究開発能力で貢献し、東莞は
成熟した化学産業のインフラ、物流面での支援、さらに SAF の主
要原料である使用済み食用油の安定供給で寄与します。

香港で設立されたエコセレスは、廃食用油を国際認証を受け
た SAF に変換する独自技術を開発し、グローバルに主導的な地
位を確立しています。

中国民用航空局（CAAC）と香港民用航空局（CAD）、マカオ民
用航空局（AACM）は 4 月下旬、香港の CAD 本部で、4 件の新た
な協力協定に署名しました。

これらの協定は、航空機型式証明の相互承認や共同整備管理、
および航空燃料・化学物質の耐空性管理を網羅しています。
長年にわたる緊密な協力関係を基盤として、航空当局 3 者は、す
でに耐空性認証や整備・訓練機関、整備ライセンスに関する相
互承認メカニズムを確立しています。

新たな協定により、航空機認証に加え、航空燃料や化学物質の
認証、海外の整備・訓練機関の承認における協力へとさらに拡
大されます。

「インフラ主導」「都市・農村の統合」のアプローチ

再エネ企業エコセレスとパートナーシップ

航空機型式証明の相互承認、燃料・化学物質の認証など

北部都会区の主要インフラ第1弾 「粉嶺バイパス」開通

持続可能な航空燃料のバリューチェーン 香港と東莞市政府協力

中国、香港、マカオが新たな航空協力協定

香港の企業や政府、東莞市政府の関係者らが5月上旬、覚書の調印式に臨んだ

来賓らがオープンバスで同バイパスを走る

3航空当局が空の安全性を高める4件の協力協定に署名
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香港とボルドー ワイン・食のツーリズムで連携強化

アート・バーゼル香港盛況に閉幕 新たな5年間のパートナーシップ

水素エネルギーのエコシステム構築へ

文化・スポーツ・観光省と香港政府観光局（HKTB）の高官ら
がフランスのボルドーを訪問し、ワイン・グルメ観光促進の協
力強化に向けて、HKTB とボルドーワイン業界団体「ボルドーワ
イン委員会」（CIVB）の間で覚書を締結しました。

香港が観光、芸術、ワイン、食体験のグローバルハブとしての
地位を強化する中、ボルドーの当局者や CIVB の代表者との会
談では、香港とフランスの文化、美食の結びつきを強化する方向
で意見を交換しました。

アート・バーゼル香港は3月27日から29日まで一般公開され、
9 万 1,500 人の来場者を集め、アジアにおける世界のアート界の
重要な拠点としての香港の役割をさらに強固なものにしました。

開催期間中、アート・バーゼルと文化・スポーツ・観光省は、
香港の主要な国際的アートハブの地位を強化し、文化エコシステ
ムの長期的な発展を支援することを目指し、新たな 5 年間のパー
トナーシップを締結しました。

一方、3 月 29 日に閉幕した第 11 回「アート・セントラル」も、
国内外から 4 万人以上の来場者を集めました。香港、アジア、そし
て世界各国から 117 のギャラリーと 500 人以上のアーティスト
が参加し、2015年の開始以来最大規模のアート・セントラルと
なりました。

「国際水素開発シンポジウム 2026」の開幕に合わせ、韓国の現
代自動車グループや中国本土、フランス、香港の 9 社が、水素エコ
システム構築に関する画期的な覚書に署名し、香港のグリーン
経済推進に向けた大きな一歩を踏み出しました。

覚書は、2030 年末までの本格稼働を目標に、香港で包括的か
つ自立的な水素エコシステムを構築するための協力枠組みを定
めるものです。

協力の重点分野は、埋立地ガスをクリーンエネルギーへ転換
する廃棄物由来水素技術の開発。液化水素燃料補給インフラの
実証事業を早期に開始することも挙げています。観光バスや空
港シャトルバスなどの用途に応じて設計された水素燃料電池商
用車の導入も目指しています。

観光、芸術、食体験のグローバルハブへ

国際アートハブの地位さらに強固に

現代自動車など欧州・アジア９社と

香港コンベンション＆エキシビションセンターで、「アート・バーゼル香港2026」のオープニ
ングレセプションを開催（3月25日）

HKTBとボルドーワイン委員会の「ワイン・グルメ観光促進に関する覚書」の調印式（5月11日）

同シンポジウムに参加した現代自動車や香港投資推進局（インベスト香港）の幹部ら
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「スタートアップジャパン」に香港から4社

香港経済貿易代表部 東京大学の留学フェアに初参加

アジア・グローバルヘルスサミットに日本から代表団

香港投資推進局（インベスト香港）は 4 月中旬、幕張メッセで開
催された「スタートアップジャパン」に香港のスタートアップ4社

（Wada FoodTech、Rice Robotics、Eventus、Basic Concept）
と共に初めて「香港パビリオン」として出展しました。企業の海外
進出を支援する香港政府の「Go Global」政策の一環です。

4 社は技術力、市場規模の 2 つの面で重要な日本で、国際標準
の品質を証明する試金石になると意気込み、ブースを訪れた数
多くのベンチャーキャピタルや事業会社の関係者らに強みをア
ピールしました。

インベスト香港はかねて、日本をはじめとした海外企業による 
香港法人設立や事業の拡大を主に支援しています。11月の大規模

日本のベンチャーキャピタルに強みアピール

質の高い高等教育、優秀な人材の誘致策紹介

金融との融合領域に商機

香港投資推進局（インベスト香港）は、5 月上旬に香港で開催
された「アジア・グローバルヘルスサミット」（ASGH）に、日本
の 11 社で構成される代表団を派遣し、ヘルスケアと金融の融合
領域における商機を探りました。

訪問先の一つとなった香港取引所（HKEX）では、バイオテクノ
ロジーやディープテック企業向けの具体的な資金調達ルートに
ついて議論。「香港サイエンスパーク」（HKSTP）や「香港・深圳
イノベーションテクノロジーパーク」（HSITP）の視察では、大湾
区（GBA）との連携を通じた香港の可能性が示され、アジアへの
戦略的ゲートウェイの役割が再確認されました。

参加者の一人は、製薬分野の専門家と交流し、同セクターの強
みを改めて認識できたほか、香港取引所の独自の利点への理解
が深まったと語りました。

香港経済貿易代表部は5月23日、東京大学がグローバル人材の
育成を目指して毎年開催している学内の留学フェア「Go Global」
に初めて参加し、香港の大学による質の高い高等教育や世界から
優秀な人材を呼び込む政府の政策を紹介しました。

主に1、2年生の約1,000人が参加希望登録したフェアは盛況で、
当代表部のブースを訪れる人の波も絶えませんでした。当代表部の
謝智浩（レオ・ツェー）次席代表が「国際教育ハブ」を目指す香港に
ついて紹介したプレゼンテーションにも、数十人が参加しました。

ブースでは学生らは、香港の大学・大学院の学習環境やキャリア
パスのほか、政府や各校が支給する奨学金、世界中の優秀な学生を
対象にしたビザ緩和制度などについて耳を傾け、「香港も留学先の
一つとして考えたい」と前向きに受け止めている様子が見られました。

スタートアップイベントに先立ち、9 月 25 日までグローバルピ
ッチコンテストへの参加者を募集。日本のスタートアップが多
数参加することを期待しています。

Basic Conceptの特徴、強みに聞き入る来場者

インベスト香港のASGH会場ブース

香港経済貿易代表部のブース

グ ロ ー バ ル ピ ッ チ 
コンテスト「Global 
Fast Track 2026」
参加申し込み
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中国の有人宇宙船「神舟23号」は5月25日、打ち上げに成功し、
予定通りロケットから分離して所定の軌道に入りました。香港の
李家超（ジョン・リー）行政長官はミッション成功に関係者へ祝
意を示すとともに、初の香港人宇宙飛行士となった黎家盈（ライ・
カイン）博士ら乗組員に敬意を表し、祝福の言葉を贈りました。

李行政長官は、中国の第 15 次五カ年計画における初の有人宇
宙飛行ミッションであり、香港からの代表者が参加した初めて
のミッションであることから、重要な節目であるとし、成果はす
べての香港市民の誇りであると述べました。

香 港 政 府 観 光 局（HKTB）は、昨 年 香 港 で 開 催 さ れ た「The 
World’s 50 Best Bars 2025（世界のベストバー50）」の
授賞式に続き、今年は初めて「Asia’s 50 Best Restaurants

（アジアのベストレストラン 50）」の授賞式を香港に招致しま
した。

今年 3 月 25 日に開催された本イベントで、香港を代表する
広東料理レストラン「The Chairman（大班樓）」と、モダン広
東料理レストラン「Wing（永）」がそれぞれ Asia’s 50 Best 
Restaurants で 1 位と 2 位に輝きました。香港のダイニング 
シーンがアジアをリードする存在であることを改めて示しま
した。

国連教育科学文化機関（ユネスコ）は、香港地質公園（ジオパー
ク）が再認定審査に合格したとして、今後 4 年間、世界ジオパーク
としての地位を維持することを認めました。

香港ジオパークは 2009 年に中国の国家ジオパークとなり、
2011 年に世界ジオパークのネットワークに加盟しました。
2015 年にユネスコが世界ジオパークを正式事業化した後、「香
港ユネスコ世界ジオパーク」と改称されました。

行政長官が祝意、成果は「香港市民の誇り」

広東料理「The Chairman（大班樓）」、2 位も香港の「Wing（永）」

「世界ジオパーク」の地位さらに４年継続

香港初の宇宙飛行士搭乗 中国の「神舟23号」打ち上げ

「アジアのベストレストラン50」で最高位 美食の都に輝き

香港地質公園 ユネスコが再認定

香港では所持禁止！ 公共の場で電子・加熱式たばこ
「2025 年タバコ規制法（改正）条例」に基づく新たな規制が 4

月 30 日に施行され、香港域内の公共の場での特定の代替喫煙
製品（ASP）の所持が禁止されました。

対象となるのは、電子タバコのカートリッジ、電子タバコ用

リキッド、ヒートスティック、ハーブタバコなどの製品です。違
反者（旅行者を含む）には 3,000 香港ドルの定額罰金が科され、
所定の限度を超える所持や商業目的での所持については、最高
5 万香港ドルの罰金および禁錮６カ月となります。

広東料理レストラン「The Chairman」が1位を獲得

香港東部の果洲群島（ナインピン・グループ）にみられる白亜紀前期の流紋岩の柱状節理

「神舟23号」乗組員の（左から）黎家盈博士、張志遠氏、朱楊柱氏が出発式に臨んだ
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横浜でドラゴンボートレース「香港カップ」開催

ラグビー「香港セブンズ」が50周年 過去最多の観客動員

香港経済貿易代表部が協賛するドラゴンボートレース「香港
カップ」が 5 月 31 日、横浜・山下公園で開催されました。香港を
代表して出場した「中国香港龍舟総会」が参加 26 チームの中で
見事な速さを見せ、優勝を果たしました。

表彰式では、香港経済貿易代表部の謝智浩（レオ・ツェー） 
次席代表が登壇し、参加した全ての選手の健闘を称えるととも
に、素晴らしいレースとスポーツマンシップに感謝の意を表し
ました。

香港は世界有数のドラゴンボート競技の拠点として広く知ら
れており、今回の優勝は、選手たちの日頃の努力、鍛錬と強いチ
ームワークの成果を示すものとなりました。会場では手に汗握
る接戦が繰り広げられ、観客から大きな声援が送られました。

香港経済貿易代表部は会場に PR ブースを設置、香港の最新
情報や文化、観光、ビジネスの魅力を紹介しました。香港をテー
マにしたオリジナルデザインのボディペイント体験も実施し、
人気を集めました。

ラグビーの国際大会「香港セブンズ」が50周年記念大会を迎え、
4月17日から19日まで啓徳スタジアムで開催されました。11万
3,000人以上のファンが来場し、過去最多の観客動員となりました。

南アフリカが、前回優勝のアルゼンチンを35対7で下し、初優勝
を果たしました。女子は、ニュージーランド代表チームが、オースト
ラリアを19対14で破り、4連覇を達成しました。

香港セブンズは、地元のスポーツ振興に貢献するだけでなく、経
済を活気づけ、主要な国際スポーツイベントの開催地としての香港
の評価を高めています。

香港代表チーム「中国香港龍舟総会」が優勝

南アフリカ初優勝、女子は NZ が４連覇

「香港カップ」優勝の中国香港龍舟総会が記念写真。謝智浩（レオ・ツェー）次席代表（左端）も共に 香港経済貿易代表部のブース
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香港経済貿易代表部（中華人民共和国 香港特別行政区政府 駐東京経済貿易代表部）

x

セーリングの「ネーションズカップ」 18カ国・地域から65チーム
香港で開催されたセーリングレース「ネーションズカップ」の

15 周年記念大会には、18 カ国・地域から計 65 チームが参加
しました。大会の伝統に従い、セーラーたちは各国の国旗を掲げ、
民族衣装や国旗色の衣装を身にまとってビクトリア・ハーバー

に出航しました。
フランスの「フライング・フィフティーン・セカンド・ウィ

ンド」が、ネーションズカップ史上初めて優勝国に輝きました。

SPOTLIGHT HONG KONG


